








要約:白血病治療を終了し得た患児の最終身長に関する調査を行った。対象は、再発歴がな

く、治療終了後 1 年以上経過し、15 歳以上に達している小児期発症の白血病患者である。

その結果、合計 79名の報告があった。身長の平均は標準に比較して軽度ながら低く、白血

病ないしその治療は、成長に対する障害要因となっていると考えられた。特に、女性では

この要因に対する感受性が高く、家族的に高身長の素因がなく、発症時既に低身長傾向の

ある女児では、日常生活面で問題となる程度にまで成長が障害される可能性が比較的に高

いと考えられた。 


